

















































































































































































































































































































































































































































































































研究所 2004、小泉 2004、同 2007、大桑 2013、上場 2013、同朋大学 2013）。
　当地区をはじめとする西美濃の地域には、早くから真宗の教線が伸びていた
が、春日の門徒は、慶長５年（1600）８月、関ヶ原の合戦の直前に、関東で家康
と会った帰途の教如が西軍方から襲撃される危険にさらされると、平野部の寺
院まで迎えてこの地域にかくまい、西側の国見峠から近江に抜ける経路で逃す
はたらきをしたという。こうして身命を惜しまずに教如を護ったことに対する
礼として、同地には教如の寿像（像主の生前に下付される自画像）が下付され、現
在も大切にされている。
　こうした経緯を持つ五日講においては、講に属する寺院８か寺で、一年のう
ち１か寺あたり１か月から４か月の間、この教如の寿像が持ち回りで安置され、
毎月５日に法要が行われている。毎月の法要では、勤行と東本願寺から下付さ
れた消息（信仰の獲得を勧める手紙）の拝読に続いて法話がなされ、その後、参加
者が飲食をともにするお斎が行われる。通常、お斎は殆どの参詣者が参加する
が、五日講の場合は、かつて命がけで教如上人を迎えに行った門徒の数にちな
み、各寺院の門徒の代表27名が「参り番」として参加することになっている。
また、その献立には、当時、教如が好んだと伝える酒とお菓子豆（大豆の水炊
き）を欠かさず加え、影前にも供える。寿像を持ち回りで安置する寺院の門徒
たちは、交替で寺に米を持参し、これを炊いて供えることを行う。以前には米
を持参した後、そのまま寺に泊まり番をしたという。また、毎月行われる法要
の中でも、特に１月、７月、10月のものは、「大寄り」と称して、寿像を懸け、
講に属する全寺院の住職と多くの門徒が参加して盛大に行われる。
　以上にみたような五日講に直接関わる事物や行事以外にも、春日地区には、
教如が隠れたとされる岩屋や喉の渇きをいやしたという滝、足跡を残したとさ
れる足跡石などがあり、更に、滋賀県の甲津原（旧伊吹町、現米原市）にかけて
の地でも伝承される、逃れてきた顕如・教如父子を慰めるために始められたと
される「顕教おどり」が行われるなど、教如とその伝えた教えが日常的に種々
の面で追憶されている。このような教如を通じた強い結びつきから、春日地区
ではかつて特産品である真綿を、東本願寺に志として納めていたという。
　以上のように、五日講が行われている春日地区では、自分たちに伝わる真宗
の教えを護持した象徴的存在である教如への奉仕を意味する種々の行事・作法
が今も確実に受け継がれており、こうした講の活動が現在もなお継続して行わ
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れていることは、日常的に地域の人々のコミュニティを維持・活性化し、更に、
そのコミュニティに信仰面での裏付けを与えることに大きく寄与している。
　先にも触れたように、春日地区では少子・高齢化が進んでいる。また、葬儀
や法事なども、これまでは、自宅や寺院で地域の人々の協力・参加のもとに行
われてきたが、近年は平野部にできた葬祭会館などで行われることが多く、こ
れも宗教行事の簡素化、および門徒の宗教的意識の稀薄化に拍車をかけている
面は否定できないという。
　しかしながら、上述のような講の活動をはじめ、寺院を紐帯とした様々な宗
教行事や地域の活動は地道に着実に行われている。現在も、正月の修正会、春
秋の彼岸会、夏の盆会、夏季のラジオ体操とその後の勤行の練習、子供たちを
主体とする日曜学校、そして最重要の仏事である報恩講などの行事が行われ、
これが地域のコミュニティの維持・強化に大きな役割を果たしている。厳しい
状況の中でこうした着実な活動を行っている地域・寺院・門徒の様相を、伝え
られてきた講の歴史的展開の内容を含めて知ることは、今後の地域と寺院のあ
るべき関係を模索する上で、種々の有効な可能性・視点の獲得・提示に繫がる
ことと考える。
　本研究班としては、寺院運営に直接関わる住職や責任役員、地区役員といっ
た方々への聞き取り調査はもちろんのこと、前章にも触れた、地区から転出し
た方々（他出門徒）や、門徒以外の地域の方々への意識・実態両面における聞き
取り等をも実施し、地域の特性や現状、人々の信仰や認識のあり方等にも十分
な調査・理解をしつつ、丁寧な分析を進めていきたいと考えている。
小括
　以上、本研究班における問題の所在と、現状に対する認識、研究史の展開と
そこでの課題に対する認識等について記してきた。
　繰り返し述べたように、本研究班は、過疎、少子高齢化が進行する中、衰退、
廃絶の危機にある寺院の存続を第一義に考えるのではなく、これまでの地域コ
ミュニティにおいて重要な役割を果たしてきた寺院の活動、およびその活動の
裏付けになる歴史的背景、更には信仰の特性をも踏まえつつ、現状認識の中で、
より良い地域コミュニティと寺院との関係を模索する方途にはどのようなもの
があるかを考えていこうとするものである。
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　今後予測される社会の姿を見据えつつ、いよいよ期待されるそこでの寺院の
活動に対し僅かながらでも何らかの助力ができればという一心で、各方面との
連携を深め、各専門分野の知見を総合しつつ、調査と考察を継続していきたい。
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